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 臨床に役立つ歯髄・象牙質の知識―象牙質／歯髄複合体の防御・修復機構と歯髄保存

の臨床―.	
 兵庫保険医新聞,	
 第1725	
 号,	
 2013年7月25日.	
 

4) 韓	
 臨麟:	
 MTA:	
 ケイ酸カルシウム系歯内療法用材料の生体機能性と臨床応用.	
 新潟市歯科医師

会誌,2014	
 年3	
 月	
 


